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女子/〃 5４ ６１ 8４ 7１ 2３ 1６ 
対人状況における行動13.90(11.45)**36.50(16.33）28.44(15.63)"s33.92(16.16）26.31(14.92)＊39.38(16.10）の諸特徴
関係的状況意識20.08(12.76)**43.98(16.50）33.12(15.84)"s38.03(15.51）33.52(16.77)**50.31(12.08）
内省的自己意識22.54(12.78)**48.28(13.27）37.16(15.65)"s45.89(14.28）30.70(10.85)**52.81(16.28）
＊＊，＜､０１，＊ｐ＜､０５． 
定に当たっては永井（1987)，永井・岡田（1987）の対る３つの下位尺度から成り，その因子的妥当性が永井
人関係尺度７件法４２項目を用いる．本尺度は一般健常（1987)，永井・岡田（1987）において確認されている．
者における対人恐怖的心性を測定する目的で作成され各下位尺度ともより得点の高い者程対人恐怖的心性が高
たもので，“対人状況における行動の諸特徴''“関係的自いとされ，理論上とりうる得点の範囲は各下位尺度ごと
己意識”“内省的自己意識,，のそれぞれ１４項目からなに０－８４点である．
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高く自己受容性が いとしており，男子に関する本研究
の結果は，これらと従来の研究に合致するものといえよ
う．一方女子青年においては，女性として身体受容や性
同一性の確立が，自己評価と深くかかわっていることが
考えられ（松本・村上，１９８５；菅,1984)，こうした女性
性について安定して受容できる，より後の年代ほど自己
評価が高くなることが考えられる．ただし，大学生女子
についての調査対象の数が小さいためシ断定的な結論は
言えない．
自己評価と対人恐怖的心性の関係については，中学生
と大学生においては負の相関関係が承られ，従来の臨床
的研究を支持するものであるといえよう．このことは，
青年期における自己意識との関連から，次のように考え
ることができる．青年期においては，客体自己と主体自
己の分化が大きくなり，その結果，自己覚醒(SelfLawa-
reness）が高まることが指摘されている（Rosenbereg，
1979)．自己覚醒が高まった状態において人は，現実の
自己の状態に対する知覚が鋭敏になり，自己のもつ“適
切さの基準（standard)"，あるいは理想自己像との差が
意識されるために，自己評価が 下し，これに伴う不‘決
感から脱するため，基準に一致した行動をとるよう動
機づけられるといわれている（Duval＆Wicklund，
1972；押見，1986)．そして，他者から見られる自己に注
意をより向けやすい，いわゆる公的自己意識の高い者ほ
ど，他者の評価や社会的規範などの自己の外的要因を基
準として重視する傾向がある（押見，1986)．菅原・山
本・松井（1986）は自己意識特性の年齢的推移について
の考察を行ったが，これによると青年期においては公的
自己意識が他の年代に比ぺ極めて高くなることが見出さ
れている．菅原（1984）は公的自己意識と対人恐怖的傾
向の間に高い相関があることを指摘しているが，青年期
における自己評価との関係に関しては，次のように考え
ることができよう.すなわち,公的自己意識の高い青年期
においては，外的な基準に自己を一致させることで自己
評価を高く維持しようとする欲求が生じる反面，社会的
規範に対する反抗や，他者から安定して受容されるよう
な関係が確立されていない（村瀬，1983）ことなどによ
って，自己評価を高めることが困難な状況におかれる．
そして一般青年における対人恐怖的心性の特徴として，
他者から見られる比較的肯定的な自己像に反して，現実
の自己像が理想像に比べ不完全であるという意識の葛藤
があげられる（木村，1983）ように，青年期においては
現実自己と理想自己のギャップをうめられないまま，す
なわち い自己評価のもとで対人恐怖的心性が生じやす
くなると考えられるのである．
一方，高校生において，自己評価と対人恐怖的傾向と
の間に負の相関関係が見られなかったことは，青年期心
性との関連において非常に示唆的な結果であると考えら
結果
各尺度の尺度得点の平均と標準 差，及び男女別・各
年代間での分散分析の結果をTablelに示す（なお，多
重比較はNewman-Keulsの検定を用いた)．ここに見ら
れるように，男女とも対人恐怖的傾向は年代とともに上
昇しているが，自己評価については，男子では高校生が
最も く，女子では大学生において高くなっている．
自己評価得点と対人関係尺度各下位尺度得点の相関を
Table2に示す．この相関係数の大きさの年代差を比較
するため，相関係数をｚ'変換した上でＸ２検定を行っ
た．この結果Table2に見られるように，高校生にお
いて有意に い相関が見出された．
この結果をより明確にするため，自己評価得点の上
位・下位各２５％の者についての，対人関係尺度各下位
尺度得点の平均と標準 差をTable3に示した．男女
別，対人関係尺度各下位尺度別で自己評価得点の（上
位・下位群)ｘ(年代）での２ｘ３の分散分析を行ったと
ころ，次のようになった．すなわち“対人状況における
行動の諸特徴”で男子Ｆ＝12.57（，＜､０１：上位群で中
学く大学，高校，下位群で高校く中学く大学)，女子
Ｆ＝10.52①＜､０１：上位群で中学く大学，高校，下位
群で有意差なし)，“関係的自己意識”で男子Ｆ＝19.76
①＜・Cl）：上位群で中学く大学く高校，下位群で高校く
中学く大学)，女子ではＦ＝13.02(p＜､０１：上位群で中
学く高校，大学，下位群で高校く中学，大学)，“内省的
自己意識”では男子でＦ＝14.83（，＜､０１：上位群で中
学く大学く高校，下位群で高校，中学く中学，大学)，
女子ではＦ＝12.71(，＜､０１：上位群で中学く大学く高
校，下位群で有意差なし）であった．また自己評価得点
上位・下位間のオ検定の結果Table3に見られるよう
に，高校生においての承，自己評価の上位群と下位群の
間に，対人関係尺度得点の差はなく，両群が他の年代に
比べ中間的な得点を得る形で近づいていることが見出さ
れる．
考察
結果の章において見られたように，対人恐怖的心性
は，年代が上昇するに伴って高くなる傾向が承られる．
これは，年代の上昇に伴って自己に対する内省化が進
承，その結果他者と共にいるとき自分に過敏になる傾向
が著しくなると考えられる．自己評価については，男子
では高校生期において くなっており，一方女子では大
学生期における自己評価が他に比べて高くなっており，
青年期における発達の性差を示唆するものである．Ｓｉｍ‐
mons，Rosenberg，＆Rosenberg(1973）は，青年期に
おいて自己評価が 下する傾向があるとしており，また
加藤（1977）も，高校生期においては自己批判的傾向が
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れる．これは，高校生期が大学受験等の激しい競争にさ
らされる時期であり，他者との良好な関係によっては
自己を評価しにくくなるためと考えられる．またＢ１ｏｓ
(1962）が示唆するように，ごく一部の親友との関係を
除いて対他者関係から引きこもる傾向を示す時期である
ことも関係しよう．すなわち，自己を評価するに際し
て，他者からの評価を基準（standards）にして自己を評
価する在り方よりも，自己の個人的属性によって評価す
る在り方を，この時期の青年はとりやすく，よって対他
者関係における困難さ，特にあまり親しくない者との間
での関係の困難を意味する対人恐怖的傾向が，自己評価
との間に相関を持たなくなるのであろう．また大学生期
においては，自我同一性達成に関連して対人関係におけ
る親密性が大きく関与してくる（近田1984）などのこ
とから，自己に対する肯定的評価と対人関係が再び大き
く関連するようにたると考えられ，自己評価と対人恐怖
的心性の相関がふられるようになるのであろう．
臨床的には，高校生期においての承自己評価と対人恐
怖h的心性の相関が見られなかったことは，この時期にお
ける対人不適応に対する治療に示唆的な意味を持つと考
えられる．すなわち，一般に心理療法においては個人の
自我の強さを高める自己評価を高めることで，不適応の
改善をはかるが（菅,1984)，この年代においては，そう
したこと以上に，対人関係そのものを改善すること，す
なわち環境調整が大きな意味を持つ可能性がある．
なお，対人恐怖的心性の承ならずその他の不適応的心
性や親子関係，友人関係等他の変数と自己評価の関連
も，残された重要な課題であると考えられる．
要約
目的：青年期における自己評価と対人恐怖的心性の関
係についての発達的差異を考察する．
方法：自己評価及び対人恐怖的考察性に関する質問紙
調査を中学･高校･大学生男女1146名に対して実施する．
結果：中学生・大学生については自己評価の高さと対
人恐怖的心性の間には負の相関関係が見られたが，高校
生においては，高い相関関係は見られず，自己評価の高
得点群では他の年代に比べより高い対人恐怖的心性が承
られ， 得点群においてはより い対人恐怖的心性が見
出された．
結論：中学・大学生期においては，自己を評価する基
準として他者からの評価を主に用いるのに対して，高校
生期においては，他者との関係よりも自己自身に関心が
向き，青年自身の特性に基づいて自己を評価する傾向が
強いものと考えられる．
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